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こんにちは！
地域包括支援センターです！

問 地域包括支援センター（伊奈庁舎内）　☎57 ‐ 0203

■ 

第
14
回
「
多
職
種
連
携
」

　

２
０
２
５
年
に
は
、
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
に
な
り
、
4
人
に
1
人

が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
介
護
・
福
祉
・
健
康
・
医
療

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
高
齢
者
や

そ
の
家
族
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
普
段
か
ら
、
医

師
・
歯
科
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師

な
ど
の
医
療
職
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
介
護
職
、
民
生
委
員
や
行
政

な
ど
の
多
職
種
と
連
携
を
と
っ
て
い

ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
定
期
的
に
、
医
師
や
歯

科
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
事
業
者
が
集
ま
り
、

専
門
医
と
一
緒
に
疾
患
や
医
療
・
介
護

に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
が
難
し
い
ケ
ー
ス
は
多

職
種
で
話
し
合
い
、
専
門
的
な
意
見
を

取
り
入
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
支
援
が
で
き

る
よ
う
に
連
携
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
勉
強
会
や
研
修
会
な

ど
を
通
じ
て
多
職
種
と
連
携
を
深

め
、
高
齢
者
と
そ
の
ご
家
族
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

問 谷和原庁舎産業経済課　☎58 ‐ 2111（内線3105）
農村の資源守る活動で表彰

　第 11 回茨城県美しい水土里づくり優良活動表彰
の表彰式が 2 月 1 日、茨城県県民文化センター（水
戸市）で開催され、本市の「青古新田活動組織」が
優良表彰を受賞しました。
　この表彰では、農村地域の資源を守り、農地、農
業用水、風景または伝統文化などを将来にわたり良
好な状態で管理を行うため、地域一丸となって取り
組んでいる組織を表彰しています。
　青古新田活動組織では、日頃の活動のほか、芝桜
による景観形成および伝統文化の継承活動が他地区
の模範となる活動内容と認められての受賞でした。
　受賞を受け、青古新田活動組織の齊

さいとう

藤代表は「日
ごろの活動の積み重ねが評価され、大変嬉しく思い
ます。今後も青古新田一丸となって、古き良き農村
地域の資源を保全・管理していきたいと思います」
と話してくださいました。おめでとうございます。

受
賞
し
た
青
古
新
田
活
動
組
織
の

皆
さ
ん

問 伊奈庁舎介護福祉課　☎58 ‐ 2111（内線4305）
認サポ養成数、部門日本一に

　認知症サポーターとは、認知症について正しく理
解し、認知症の人や家族を温かく見守り支援する応
援者をいいます。市では、この認知症サポーターを
増やすため、養成事業に取り組んでいます。
　このたび、本市の取り組みが評価され、優良自治
体として全国キャラバンメイト連絡協議会から表彰
されました。この表彰は、１年間に養成された認知
症サポーター数について、総人口に占める割合の値
が最も高い市区町村を表彰するものです。今回、本
市は４つの区分のうち「人口 20 万人未満５万人以
上の部」で日本一に輝き、表彰されました。
　２月２日に砂防会館別館（東京都千代田区）で開催
された表彰式には、本市の認知症サポーター養成講座
で講師を担う「キャラバン・メイト」の皆さんも出席し、
受賞を喜び合いました。キャラバン・メイトは、地域
住民や介護職員がボランティアとして活動しています。

表
彰
式
に
参
加
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
と
市
事
務
局
職
員

お知らせ

勉
強
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

人
が
参
加
し
、
連
携
を
深
め
ま
す


